
様式４ 

重要取組シート 

 

取組項目 ２ 地域のつながりを強化し、安全・安心なまちを実現 

現状・課題 

・堺区は、独居高齢者が 15,415 人（令和 2年 3 月現在）と市内で最も多い 

・核家族化、共働きの増加などで、子育て中の親や子どもが孤立化 

・高齢化や価値観の多様化によって、地域活動への参加者が固定化 

・災害時の自助・共助の必要性の拡大 

・地域のつながりの希薄化による防犯体制への不安が増大 

 

取組みの 

内  容 

・区社協、地域包括支援センター、民生委員児童委員などの関係団体と密接な連携

（見守りミーティングの開催）のもと、意識啓発リーフレットを作成して「見守

りネット登録事業者（630 件）」へ配布するとともに、独居高齢者への支援策と

して「安心連絡シート」を配布。 

 ※「With コロナ」の観点から、必要な支援策も併せて検討 

 

・「0 予算事業」として、子ども食堂のPR及びフードドライブの運営を支援 

 ※なお、子ども食堂のコロナ対策について、必要に応じ支援を予算化 

 

・“20 歳になったら防災士”資格取得事業の拡充（対象年齢を拡大） 

 

 

  

 

 

 

 

 

・公設防犯カメラの設置（H30～R2 までの 3ヵ年で 30 台） 

 

※「With コロナ」対策として、LINE を使った校区代表者への情報発信や単位会長

同士の LINE ネットワークの構築について積極的に推奨し、支援策についても併せ

て検討します。 
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前期 

（～7 月） 

□ 防災士資格取得希望者の募集 

□ 堺警察署との協議により公設防犯カメラを随時設置 

中期 

（～11 月） 

□ 広報紙にて各子ども食堂の連載 PR を開始（コロナ対応により延期あり） 

□ フードドライブの運営支援については随時実施 

後期 

（～3 月） 

□ 各地域包括支援センター（4 圏域）にて見守りミーティングを開催 
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以降 

□  
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